
１ 理論編Ⅰの振り返り

２ イメージ図と子どもの姿

３ 事例をもとに、

「読み解く力」について考える

（１）小学校第３学年 国語科

（２）中学校第１学年 数学科

（３）中学校第１学年 英語科
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子どもの姿のイメージをもつ。

０ ねらい



【ねらい】
「読み解く力」を高め、発揮する子どもの姿のイメージをもつ。

１ 理論編Ⅰの振り返り

１ 理論編Ⅰの振り返り

２ イメージ図と子どもの姿

３ 事例をもとに、

「読み解く力」について考える

（１）小学校第３学年 国語科

（２）中学校第１学年 数学科

（３）中学校第１学年 英語科



１ 理論編Ⅰの振り返り



【ねらい】
「読み解く力」を高め、発揮する子どもの姿のイメージをもつ。

２ イメージ図と子どもの姿

１ 理論編Ⅰの振り返り

２ イメージ図と子どもの姿

３ 事例をもとに、

「読み解く力」について考える

（１）小学校第３学年 国語科

（２）中学校第１学年 数学科

（３）中学校第１学年 英語科



２ イメージ図と子どもの姿



【ねらい】
「読み解く力」を高め、発揮する子どもの姿のイメージをもつ。

３ 事例をもとに、「読み解く力」について考える （１）小学校第３学年 国語科

１ 理論編Ⅰの振り返り

２ イメージ図と子どもの姿

３ 事例をもとに、

「読み解く力」について考える

（１）小学校第３学年 国語科

（２）中学校第１学年 数学科

（３）中学校第１学年 英語科



この単元で、
育成を目指す
資質・能力

①授業者の本の紹介を聞いて、

目的意識をもつ。

・単元のゴールイメージをもつ。

②単元のゴールまでの学習計画を

立てる。

３ 事例をもとに、「読み解く力」について考える （１）小学校第３学年 国語科



教科書教材

③音読して、物語の
あらすじを捉える。

④「じーんとくる場面」と
その「わけ」について、叙述に
もとづいて自分なりの考えを
もつ。

⑤「じーんとくる場面」と
その「わけ」を複数の叙述と
結び付けて考える。

３ 事例をもとに、「読み解く力」について考える （１）小学校第３学年 国語科



⑥「じーんとくる場面」と
その「わけ」を友達と
交流し、再考する。

⑦ブックトークを行い、
グループで感想を交流する。

教科書教材

３ 事例をもとに、「読み解く力」について考える （１）小学校第３学年 国語科



自分で選んだ本

⑧関連する図書から自分が

選んだ本の「じーんとくる

場面」とその「わけ」を

考える。

３ 事例をもとに、「読み解く力」について考える （１）小学校第３学年 国語科



自分で選んだ本

⑨自分が選んだ本の

「じーんとくる場面」を

友達と交流する。

⑩自分が選んだ本を

読んだ感想をまとめ、

交流し、内容を再考する。

３ 事例をもとに、「読み解く力」について考える （１）小学校第３学年 国語科



本時の目標
場面の移り変わりなど複数の場面の
叙述を結び付けて、登場人物の気持
ちの変化や情景を具体的に想像する
ことができる。

６．学習を振り返る。
・めあてに立ち返って、本時で考えたことや
解決できたことを自分の言葉でまとめる。

・次時の見通しをもつ。

５．自分で考える。
・自分が考えた「わけ」を再考し、まとめる。

３ 事例をもとに、「読み解く力」について考える （１）小学校第３学年 国語科



１．単元のゴールを

再確認し、本時の

学習の見通しをもつ。

・ブックトークで自分が選んだ
物語の「じーんとくる場面」
とその「わけ」を紹介する
単元のゴールを再確認して、
学習の進め方の見通しをもつ。

２．めあてをもつ。

わたしの「じーんとくる場面」を
しょうかいするために、一番ぴった
りくる「わけ」は何だろう。

３ 事例をもとに、「読み解く力」について考える （１）小学校第３学年 国語科



３．グループで

共に学び合う。

・同じ場面を選んだ児童同士の
グループで話し合う。

・迷っていることや考えている
ことなどを出し合い、「わけ」
を明確にできるようにする。

４．全体で共に学び合う。

・グループで解決できなかったこ
とを、全体で話し合う。

３ 事例をもとに、「読み解く力」について考える （１）小学校第３学年 国語科



３ 事例をもとに「読み解く力」について考える ③小学校第３学年 国語科

５．自分で考える。

・自分が考えた「わけ」を
再考し、まとめる。

６．学習を振り返る。

・めあてに立ち返って、本時

で考えたことや解決できた

ことを自分の言葉で

まとめる。
・次時の見通しをもつ。



【ねらい】
「読み解く力」を高め、発揮する子どもの姿のイメージをもつ。

３ 事例をもとに、「読み解く力」について考える （２）中学校第1学年 数学科
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３ 事例をもとに、

「読み解く力」について考える

（１）小学校第３学年 国語科

（２）中学校第１学年 数学科

（３）中学校第１学年 英語科



本時の目標
具体的な事象について、比例の考え
方を利用して問題解決を図ることが
できる。

３ 事例をもとに、「読み解く力」について考える （２）中学校第1学年 数学科



５分後に、２人
がどのくらい離れ
ているかを調べる
には、どうすれば
よいのだろうか。

３．問題１について考える。

問題1：学校から東に向かって出発したＡさん
とＢさんが5分後に離れている距離を
求めなさい。

３ 事例をもとに、「読み解く力」について考える （２）中学校第1学年 数学科



５．課題を解決するために

必要な情報について考える。

「時間と距離の数値が必要だ。」
「AさんとBさんの速さが知りたい。」

等

３ 事例をもとに、「読み解く力」について考える （２）中学校第1学年 数学科



６．課題解決に取り組む。

（個人からペアへ）

・グラフから読み取って考える。
・式にして考える。

等

３ 事例をもとに、「読み解く力」について考える （２）中学校第1学年 数学科



７．ＡさんとＢさんの

グラフについて、

考え方や解決方法を

まとめる。

「グラフでは、変化が見やすい。」
「グラフでは、読み取れない部分もある。」
「式は値を代入するだけで、求めたい答え
がわかる。」

Ａさん
ｙ＝２００ｘ

Ｂさん
ｙ＝６０ｘ

３ 事例をもとに、「読み解く力」について考える （２）中学校第1学年 数学科



８．問題２について考える。

問題２：５分後のＣさんと
Ａさんの距離は、
どのように求める
ことができますか。

３ 事例をもとに、「読み解く力」について考える （２）中学校第1学年 数学科



９．本時の振り返りをする。

・ともなって変わる２つの数量の関係を

比例関係と捉えて式に表すと、一方の

数値を代入すれば、もう一方の数値が

わかる。式はとても便利だ。

・グラフを見ると２人の距離にすぐに気が

付いた。グラフの見方がわかった。

３ 事例をもとに、「読み解く力」について考える （２）中学校第1学年 数学科



【ねらい】
「読み解く力」を高め、発揮する子どもの姿のイメージをもつ。

３ 事例をもとに、「読み解く力」について考える （３）中学校第1学年 英語科
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本時の目標
自分の学校について、読み手を意識
した工夫を加え、５文以上の英語で
紹介する文を書くことができる。

３ 事例をもとに、「読み解く力」について考える （３）中学校第1学年 英語科



T: Next year, 

some American junior 

high school students are going to 

visit our city. 

So let’s write about our own school. 

１．本時の目標を知る。

２．自分の学校を紹介する

ウェブサイトの英文を作成する。

・海外の学校のウェブサイトを読んで、
必要な情報を取り出す。
Ex. Welcome to ～.  

Our school is ～.

３ 事例をもとに、「読み解く力」について考える （３）中学校第1学年 英語科



２．自分の学校を紹介する

ウェブサイトの英文を作成する。

・読み手を意識して、
自分の学校紹介のウェブサイトに
載せる英文を書く。

Ex.
Welcome to ～.  
Our school is ～.

３ 事例をもとに、「読み解く力」について考える （３）中学校第1学年 英語科



３．グループで交流し、
情報を比較し、その情報をもとに
英文を書き加えたり、書き直したり
する。

３ 事例をもとに、「読み解く力」について考える （３）中学校第1学年 英語科



４．個人で書いた紹介文を
全体で共有し、その内容や構成、
工夫に着目して読む。

５．本時の振り返りをする。

・紹介文を書く際の構成や工夫に
ついて、理解が深まったこと、
新たにわかったこと等。

・生徒の紹介文の内容と
伝え方のよさを取り上げる。

３ 事例をもとに、「読み解く力」について考える （３）中学校第1学年 英語科


